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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和５年６月２６日（月） 

午前 ９時５６分  開 会 

午前１０時４８分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  小比類巻 孝幸   副委員長  春 日 洋 子 

委  員  久保田 隆 二   委  員  瀬 崎 雅 弘 

委  員  西 村 盛 男   委  員  堤   喜一郎 

議  長  堀   光 雄 

 

４．欠席委員   なし 

 

５．傍 聴 者   議  員  舩 見 昌 功   議  員  遠 藤 泰 子 

議  員  下 山 光 義 

 

６．説 明 員   副市長                   米 田 光一郎 

経済部長                  坂 岡 敏 行 

産業観光課長                中 村 容 三 

産業観光課副参事兼課長補佐         熊 野 真 希 

産業観光課地産販売推進係長         宮 古 真由美 

建設部長                  織 笠 一 任 

建設部参事兼土木課長            中 村 勇 一 

土木課課長補佐               宮 古 順 一 

土木課課長補佐               松 橋 政 紀 

土木課維持係長               西 村 祐 樹 

土木課建設係長               吉 田   敦 

 

７．事務局職員   事務局長  長 根 正 登   副参事兼次長  冨 田 暁 史 

主  査  中 嶋 泰 史   主  査  星   佳奈美 

 

８．案  件   ⑴ 特産品の開発、販路開拓・拡大について 

⑵ 市道路線等の整備状況について 

 

９．会議概要 
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小比類巻委員長：それでは、時間前ですが、全員そろいましたので、始めさせていただき

たいと思います。 

定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

これより産業建設常任委員会を開会いたします。それでは会議に入ります。 

本日は、所管事務調査として、経済部所管の特産品の開発、販路開拓・拡大について

と、建設部所管の市道路線等の整備状況についての調査を行います。 

それでは、１件目の特産品の開発、販路開拓・拡大についてを議題といたします。 

当市には、他市に誇ることができる食が多くあります。これを生かし、かつ、三沢らし

さを追求した魅力ある逸品として、三沢市が認定する商品を三沢ブランド特産品として認

定しています。今回は、三沢ブランドの開発状況やその販路開拓・拡大について調査して

まいりたいと思います。 

それでは、市当局より説明を願います。 

経済部長。 

坂岡経済部長：おはようございます。 

 本日の産業建設常任委員会の案件、特産品の開発、販路開拓・拡大につきまして御説明

いたします。 

 本日の案件につきましては、三沢市総合振興計画後期基本計画の中では、地場産品を目

標施策として掲げておりますし、三沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略の中でも、地産

販売の促進を目標設定しているところでございます。この後、主な施策及び取組として、

３点について御説明いたします。１点目が農産物加工施設の管理運営に関すること。２点

目が、特産品の開発、販路拡大等に関すること。３点目が、農畜水産物の加工、高付加価

値化に関することとなります。 

 それでは詳細につきまして、産業観光課長が説明いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：産業観光課です。資料に沿って説明させていただきます。 

２ページを御覧ください。三沢市の特産品は、ヤマセと黒ボク土、太平洋に育まれた農

畜水産物と、これらを加工したものとなっており、農畜水産物や加工商品、地元グルメな

ど、様々なものがございます。本日は、これら特産品のうち、主に加工商品に関する事業

等について御説明いたします。 

３ページを御覧ください。特産品の開発や販路の開拓・拡大については、産品の高付加

価値化、産品の価格向上、生産者・事業者の所得向上、地域経済の活性化を目指して取り

組んでおり、これらに関係した事業のうち、本日は、農産物加工施設の管理運営に関する

こと。特産品の開発、販路拡大等に関すること。農畜水産物の加工、高付加価値化に関す

ることに関連した取組について御説明いたします。 

４ページを御覧ください。まず、農産物加工施設の管理運営について御説明いたしま

す。この施設は、平成２５年１月から利用が始まっております。施設には、スチームコン

ベクションや真空包装器など、専門的な調理機器や大型の調理機器が複数設置されてお

り、様々な調理、加工を行うことが可能となっております。新商品や新メニューの開発、
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試作などを目的とした事業者の利用が多くなっており、令和２年度、３年度には利用者は

かなり減りましたが、昨年度は回復傾向にございます。今後は、より多くの方々に使用し

ていただけるような施設運営を検討してまいりたいと考えております。 

５ページを御覧ください。特産品の開発や販路開拓等に関する取組として、これらに関

する補助事業について御説明いたします。補助金は特産品の開発に関する補助金と、販路

開拓・拡大に関する補助金の二つがあり、予算額は２００万円となっております。開発促

進事業につきましては、補助率２分の１で上限が５０万円。販路開拓事業については補助

率２分の１で上限が１０万円となっております。令和３年度、４年度については、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、イベントやフェアなどの開催が少なかった影響があっ

て、申請数は多くありませんでしたが、状況のほうも変わってきておりますので、開発や

販路開拓を検討している事業者の意向を確認しつつ、支援してまいりたいと考えておりま

す。 

６ページを御覧ください。農畜水産物の加工、高付加価値化に関する取組として、三沢

ブランド特産品認定事業について御説明いたします。三沢ブランド特産品については、令

和２年５月に最初の商品認定を行いました。地元の農畜水産物の活用や、三沢市の地域資

源や魅力を発信できることなどを定義とし、毎年度募集を行っており、これまで１９品を

認定しております。 

７ページを御覧ください。審査方法は、提出された申請書等による一次審査とプレゼン

テーション方式による二次審査により実施しており、認定された商品は、三沢ブランドに

認定されている表示を行うことが出来ます。また、市としてもホームページやリーフレッ

トをはじめ、様々な機会にＰＲをしております。三沢ブランド特産品認定商品の販売につ

いては、事業者それぞれの販売に加えて、ふるさと納税返礼品にも採用しております。ま

た、駅前交流プラザみーくる２階の地場産品紹介スペースに専用の自動販売機を設置し、

販売しております。認定商品については、８ページに全１９品を載せております。また、

お手元に配付いたしましたリーフレットにも、各認定商品を紹介しておりますが、８ペー

ジに記載しております商品のうち、第４号のＧｏｂｏｃｏにつきましては、事業者側から

の希望により、特産品認定の更新がなされなかったことから、今回のリーフレットでは除

外されております。 

９ページを御覧ください。特産品の開発や販路開拓に関する今後の取組について御説明

いたします。一つ目として、関係機関や団体と連携した取組や事業者支援を推進してまい

ります。市独自に事業者のニーズを踏まえたセミナーや相談会を開催するほか、三沢空港

の羽田４便化が決まり、アフターコロナで地域経済の活性化が急務という状況にあること

から、商工会、観光協会、農協・漁協、県、その他、市内外の団体などと連携して、特産

品に観光やビジネスといった視点も加え、効率的かつ効果的なＰＲや事業者支援を行って

いきたいと考えております。二つ目として、農産物加工施設の有効活用についてです。農

産物加工施設には、様々な設備や機能があることから、ここで新たな商品や、既存の商品

を改良して営業許可を取得し、販売強化につなげたいという事業者の相談を複数頂いてお

ります。また、商品の取扱いに関する法律の面でも、住民の意識としても、衛生面への配

慮と取組は必須という状況にございます。このことから、ＨＡＣＣＰ方式に沿った施設独
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自の衛生計画を策定し、これまで以上に安全・安心な環境を構築した上で、より幅広い用

途で、多くの方に使っていただけるよう、施設利用を進めてまいりたいと考えておりま

す。三つ目として、オンラインモールへの出品サポートです。コロナ禍で、食事や食品を

テイクアウトしたり、オンラインで購入するという生活スタイルが定着してまいりまし

た。また、インターネットやＳＮＳなどで情報を発信すること、また情報を得ることも容

易になりました。こうした状況を踏まえ、オンラインモールのＡｍａｚｏｎにおいて、三

沢ブランド特産品認定商品の出品を始めることとなっており、６月３０日の出品販売開始

に向け、最終段階の調整を行っているところでございます。多くの方が利用しております

アマゾンでの販売により、三沢ブランドを含む三沢市の特産品の認知度向上につながるよ

う事業を進めてまいりたいと考えております。アフターコロナにおいて、これまで滞って

いた人の動き、交流が活発となってきております。一方で、コロナで自粛していた期間に

定着した新しい生活スタイルもございます。こうした社会の変化に対応し、三沢市や三沢

市の特産品をＰＲしていくためには、交通や観光資源と連動していくことが不可欠である

と考えております。より幅広い視野を持って、特産品の開発や販路開拓・拡大に努めてま

いりたいと考えております。 

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

小比類巻委員長：ただいま三沢市の特産品、特に、農畜水産物を使った三沢ブランド特産

品について、今後の販路拡大の取組まで広く説明していただきました。ありがとうござい

ました。 

それでは、ただいまの説明に対し、質疑応答を行います。委員の皆さんからの御意見、

御質問等はございませんか。 

瀬崎委員。 

瀬崎委員：農産物加工施設についての説明がありましたけれども、４ページの施設の概要

の利用実績のところで、供用開始した平成２５年から平成２８年ぐらいまでは、大体非常

に多くの利用があったということで認識していますけれども、平成２９年度以降から、か

なり急激に下がっているという状況でありますけれども、令和２年、３年度はコロナとい

うことで分かりますけれども、まず平成２９年から急に落ちたという理由は何でしょう

か。 

小比類巻委員長：産業観光課課長補佐。 

熊野産業観光課副参事兼課長補佐：ただいまの御質問、農産物加工施設の利用者数の減少

についてお答えいたします。 

 平成２５年から特に平成２７年までに多かったのが、施設の見学でございます。開発な

どの施設利用というよりも、かなり多くの方が見学で、大小の団体でいらっしゃっていた

というふうに実績上残ってございます。平成２９年頃からは現在と同じように、ほぼ事業

者の方を中心に、開発研究のために施設を使うというような形が定着しまして、現状は施

設の見学とかというのはほぼないような形になっておりましたので、このような数字で現

在落ち着いているのではないかと考えております。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：分かりました。供用開始直後については見学者も多かったということであるの
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ですけれども、これ私が過去に一般質問をしたのですけれども、いわゆるこの農産物加工

センターのこの機材というのはかなり高額なものであって、なかなか一般の方が手に入れ

ることはできないということで、研究開発以外でも、それを使用していいかということで

も一般質問した経緯があるのですけれども、規則上、研究開発のみというふうなことで規

則が決まっているということで、先ほど課長のほうの説明で、今後、活用の実績を上げて

いくということでありますけれども、もう少し具体的にどのような形で、そういうふうな

利用促進を図っていくのか、これについて教えてください。 

小比類巻委員長：産業観光課課長補佐。 

熊野産業観光課副参事兼課長補佐：今後の利用促進に関する内容についてお答えをいたし

ます。 

 先ほどの御質問への回答で、まず、最近は事業者の方による開発や研究である程度落ち

着いているというお話をさせていただきました。一方で、議員からお話がありましたとお

り、幅広い、要は、営業許可を取得するような形で、施設を使えないかというような御質

問も、最近頂いておりました。こういったお問合せに対応し、また幅広く使っていただく

ためには、現状の施設を、簡単に言うと、好きなように自由に使っていただくためだけで

は、国が定める衛生基準であったりですとか、また、利用者ごとに利用の仕方、衛生管理

の仕方が異なりますと、それもまた利用者にとって不便になります。このことから、今

ちょうど、農産物加工施設の衛生管理計画というものを作っている最中でございます。４

月の下旬には、これまで、この施設を利用された方々にお声掛けをして、新たな衛生基準

などについて、御説明をさせていただきます。８月からは、新たな衛生管理計画に皆さん

に御協力をしていただいて、研究開発以外の用途で使っていただけるように、皆様の希望

・ニーズに合うように対応してまいりたいと考えております。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：よく理解しました。今後はそういうふうな研究開発のみならず、販売目的での

利用を図っていくということでありますけれども、ちなみにそういう場合の利用料金とい

うのは、現状のままいくのか、それともプラスアルファはあるのか、それについてちょっ

と教えてください。 

小比類巻委員長：産業観光課課長補佐。 

熊野産業観光課副参事兼課長補佐：現状においては、今の料金設定のままで、利用してい

ただくということで考えております。 

小比類巻委員長：よろしいですか。そのほかございませんか。久保田委員。 

久保田委員：丁寧に御説明いただきまして、ありがとうございました。私のほうからは二

つ質問させていただきたいと思っていまして、まずは７ページのほうに記載がございまし

た、ふるさと納税返礼品としてのラインナップについてのお話だと思うのですけれども、

今一応これからの販路拡大に関しまして、ふるさと納税の返礼品としての売上げ向上とい

うのも一つの販路拡大のやり方として、施策としてあるのではないかというふうに思って

いますが、ふるさと納税に関しては、担当が広報広聴課というところで、また違うかもし

れませんけれども、そういったところとうまく連携しながら、今進めていってもらえてい

る状況なのか、どちらかというと広報広聴課に丸投げしてるような状態なのか、そこら辺
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はどのようになってるのか御質問させていただきます。 

小比類巻委員長：産業観光課課長補佐。 

熊野産業観光課副参事兼課長補佐：ふるさと納税返礼品に関する三沢ブランド特産品につ

いては、お互いに情報を共有しながらというような、今形になっておりますので、今後に

おいては、三沢ブランドの商品もさらに今後増えることが予想されますので、議員の御指

摘を踏まえて、さらに連携して、特産品をＰＲして、選んでいただけるような形になるよ

うに努めてまいりたいと考えております。 

小比類巻委員長：久保田委員。 

久保田委員：御説明いただきまして、ありがとうございました。ふるさと納税の返礼品に

ついては委員会とかでも、度々取り上げられていると思うのですけれども、今の市場規模

で大体１兆円を、ふるさと納税返礼品、超えていまして、それで三沢市が２０２１年度１

０市中最下位というところで、もう少し金額のほうを引き上げられていければいいという

ところで、今Ａｍａｚｏｎのネットショップでの販売も進められていくということで、今

後そのふるさと納税の返礼品の販路拡大においてもさとふるとかネットから販売するのが

主な商流になっていることから、そういったネット販売でのノウハウを今後蓄積していっ

て、広報広聴課と一緒に連携しながら、ぜひ進めていっていただければなというところで

思っております。これは質問がありません。 

 最後もう１点だけすみません。オンラインモールＡｍａｚｏｎの出品なのですけれど

も、こちらは９ページのほうの③の三沢ブランド特産品認定商品のオンラインモール出品

サポートについてなのですけれども、Ａｍａｚｏｎショップに販売するということで、私

もちょっと詳しい方から聞いたときがあるのですけれども、三沢市として一つのページを

作っていくようなイメージ、一つのショップを作っていくようなイメージという認識で

しょうか。 

小比類巻委員長：産業観光課課長補佐。 

熊野産業観光課副参事兼課長補佐：Ａｍａｚｏｎモールでの出品形態ですけれども、三沢

市もしくは三沢ブランドというショップを設けるというものではございません。商品ごと

のページを作成して、そこに三沢市のホームページ、観光協会のホームページなどからア

クセスしていただいて、そこで購入していただくという流れで現在進めております。 

小比類巻委員長：久保田委員。 

久保田委員：御説明いただきましてありがとうございました。方法については理解できま

した。これ詳しい人に、ちょっとやり方とかを私以前聞いたときがあって、Ａｍａｚｏｎ

のショップに登録しているだけで売れることというのはなかなか難しいみたいなことを言

われて、それでは何をしているのですかと聞いたら、広告を回せそうなので、その広告を

回すときに、例えば原価があってその上に利益が乗っかっていると思うのですけれども、

利益が１個商品を売るのに大体５００円利益が出る商品だったら、５００円で１個、広告

使って売れればトントンぐらいだよねというところで、なので５ページにあるような特産

品販路開拓補助事業とかを、ぜひ利用していただいて、広告を出していただいて、そこで

商品が、広告を使って売れるかどうかみたいなことを試すのも一つの手ではないかと思い

ますので、そういったところも今後前向きに検討していただければと思います。私のほう



- 7 - 

からは……。 

小比類巻委員長：今の答え、いいですか。販路開拓補助事業にそういう広告料みたいなの

出せるのかという……。 

久保田委員：特産品販路開拓補助事業、令和２年度からのときに、ネットショップでの広

告費を賄えるかどうかというところ、ちょっと質問させていただきたいと思います。 

小比類巻委員長：産業観光課課長補佐。 

熊野産業観光課副参事兼課長補佐：販路拡大の補助金につきましては、ＰＲをする、販売

に出向く、パッケージのリニューアルですとか様々な形で利用していただくことができま

すので、その点につきましては事業者のニーズを伺いながら、対応していきたいと思いま

す。また、ＰＲにつきましても今議員からお話がありましたとおり、やはりＡｍａｚｏｎ

のほうに出品するだけでは、なかなか買いに来ていただけないというふうに思いますの

で、私たちも様々なイベントで、例えばＱＲコードなどを付したものをお配りしたりです

とか、自分たちでできるＰＲもしつつ、また、様々な媒体を使ってＰＲしていくことも、

今後、関係機関と相談しながら検討してまいりたいと考えております。 

小比類巻委員長：そのほかございませんか。よろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：それでは、ただいま多くの質疑に応答がありました。やはり、農産物加

工施設、この商品をどんどん作っていく基盤を作ってほしいというお話と、やはり、販路

拡大、ふるさと納税ですとかＡｍａｚｏｎへの出品、こういうものを今考えていただいて

いますけれども、これを庁内連携で広げていっていただきたいという要望がありましたの

で、よろしく御検討のほど、お願いいたします。 

それでは、この調査はここで終了させていただきます。本日はありがとうございまし

た。 

それでは、ここで、説明員交代のため、暫時休憩いたします。 

午前１０時２０分 休憩 

─────────────── 

午前１０時２３分 再開 

小比類巻委員長：それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

それでは、２件目の市道路線等の整備状況についてを議題といたします。 

道路の機能を維持し、快適、安全に車が走行でき、人が歩くことができるよう、適切な

道路の新設、改築及び維持管理を行うことは、市民の安全な日常生活を守るため、欠かす

ことが出来ない非常に重要なものです。そこで、当市における市道等に係るこれまでの整

備の状況と、今後における整備計画などを調査してまいりたいと思います。 

それでは、市当局より説明を願います。 

土木課長。 

中村建設部参事兼土木課長：それでは、土木課から市道路線等の整備状況について御説明

いたします。 

初めに、お手元の資料を御確認いただきたいと思います。まず、資料１は１０１号線ほ

か１整備事業、資料２は東岡三沢・堀口線ほか１整備事業、資料３は谷地頭・金糞線改良
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舗装事業、資料４は織笠２号線津波避難路整備事業、資料５は県道三沢七戸線道路改良事

業となります。 

それでは、資料１の市道１０１号線ほか１道路整備事業について御説明いたします。当

該路線は、千代田トンネル東側を起点とし、おいらせ町住吉のＤＣＭサンワの北側を経由

して、南町のニッコーム南側を終点とする幹線道路でありまして、防衛施設周辺の生活環

境の整備等に関する法律第８条の緊急避難道路として、おいらせ町とともに整備してござ

います。補助率につきましては、７０％補助となります。全体計画といたしましては、延

長は１,０３０メートル、三沢市の整備区間は７５０メートル、おいらせ町の整備区間は

２８０メートルとなっております。道路幅員につきましては、車道が片側１車線ずつの２

車線で７メートル、歩道は片側歩道で３.５メートルでありまして、全体で１０.５メート

ルの幅員となります。当市の事業期間は、平成３０年度から令和７年度の８年間を予定し

ております。当該路線につきましては、千代田町地区や南町地区で航空機事故等が発生し

た際の緊急避難路及び救難消防活動の道路として、民生安定に供するだけではなく、春日

台古間木地区から市立三沢病院方面への交通の利便性の向上、また、市道中央町・春日台

線、これは３０メーター道路になりますけれども、こちらにおけるマクドナルド付近の渋

滞緩和にもつながるものと考えております。広域的に見ますと、三沢空港から市立三沢病

院、そして市立三沢病院から三沢駅方面へ、さらには三沢大橋を経由して六戸方面へ向か

いますと、上北自動車道や第二みちのく有料道路につながる幹線道路となります。昨年度

までは用地補償等を行っておりまして、用地取得率につきましては、当該路線の東側の市

道１０１号線で９８.３％、西側の千代田町２号線で１５％となっております。今年度は

６筆の用地買収と、資料の１０１号線、赤色の区間、１３０メートルの改良舗装工事の実

施を計画してございます。来年度以降は千代田町２号線側の用地買収と、１０１号線の緑

色区間４１０メートルを７年度までの２か年で工事を行い、令和７年度に今度は千代田町

２号線の工事を実施して、事業の完了を予定としているところでございます。 

それでは、次に資料２の東岡三沢・堀口線ほか１整備事業について御説明をいたしま

す。当該事業は、東岡三沢地区と北園堀口地区の２路線の狭隘道路を解消するため、１０

１号線ほか１と同様に、防衛の８条の緊急避難道路として採択されておりまして、整備し

ている路線でございます。こちらの事業も、補助率は７０％となっております。全体計画

といたしまして、事業期間が平成２５年から令和５年度までの１１年で、整備延長は２路

線を合わせて１,３２８メートル。こちらも車道が片側１車線ずつの２車線で７メート

ル、歩道は片側歩道で３.５メートルの全体で１０.５メートルとなっております。東岡三

沢地区や北園堀口地区は三沢空港に近く、地域住民は航空機事故等の災害に常に危機感を

持ちながら生活しており、また、道路側溝の未整備箇所が多く、雨天時には道路が冠水す

るなど、市民生活に支障が出ておりました。そのため、地区内に幹線道路を整備すること

によって、迅速な避難及び救難、消防活動を行うことができ、地区の住民環境の向上につ

ながるものと期待できます。また、周辺の幹線道路と接続しておりますので、地区内の

方々の交通の円滑化も図られるものであります。現在までの整備状況につきましては、資

料の黒色の区間、９９９メートルの工事が完了しておりまして、今年度は赤色の区間、２

９８メートルを、令和４年度から５年度の２か年国債の工事で実施しております。今年度
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の完了となっております。 

次に、資料３の谷地頭・金糞線改良舗装事業について、御説明をいたします。当該事業

は、国道３３８号沿いの塩釜地区の北側から、集会所及び金糞地区前を通りまして、広域

農道である市道大崎４号線までを結ぶ路線の拡幅整備で、国土交通省の補助率５０％の事

業で行ってございます。全体事業といたしましては、事業期間が平成２５年度から令和７

年度までの１３年で、整備延長は２,０００メートルでございます。道路幅員は、歩道な

しの車道７メートルとなります。当該路線に関しましては、主に周辺地域の生活道路とし

て利用されておりますが、幅員が狭く、円滑な交通に支障を来しておりました。さらに

は、一部盛土区間では車両の転落の恐れなど、地域住民などの利用者からも改善の要望が

出されております。したがって、こちらは早急に拡幅整備することが、円滑な交通を確保

し、生活面の利便性などの向上を図ることに寄与するものであると期待できます。現在ま

での整備状況につきましては、前年度までに黒く着色している部分、１,２５４メートル

の工事が済んでおります。令和５年度は赤で着色した部分、約２３９メートルの工事を実

施いたします。令和６年度から７年度の２か年で、残り５０７メートル区間を整備し、完

了の予定でございます。 

それでは次に、資料４の織笠２号線津波避難路整備事業について御説明いたします。当

該事業は、三沢市津波避難計画において、津波襲来時に沿岸地域の住民が指定避難場所ま

で避難する時間を短縮するための道路として計画されております。こちらは防災管理課か

らの依頼を受けて整備している事業でございまして、国土交通省の社会資本整備総合交付

金事業を活用し、整備を行っている事業であります。こちらの補助率は５０％となってお

ります。事業期間は令和元年度から令和５年度までの５年で、織笠地区集会所西側から市

道三沢百石２号線、こちらも東部上北広域農道になりますが、そちらまでの延長１,１８

６メートルを１工区として整備しておりまして、道路幅員は歩道なしの車道７メートルと

なります。現在までの整備状況につきましては、昨年度まで下層路盤工の工事を行ってお

りまして、今年度は上層路盤及び舗装工事を施工し、１工区の整備は完了となります。２

工区につきましては、来年度以降の着手となる予定でございます。 

次に、資料５の三沢七戸線道路改良事業について御説明いたします。こちらは市道では

ございませんが、当該事業につきましては、資料、赤の点線部分の改良事業でございまし

て、事業主体は青森県でございます。三沢駅から上北自動車道、六戸三沢インターチェン

ジまでの区間の大体真ん中、中間ぐらいの箇所でございまして、三沢市と六戸町をつなぐ

約１キロメートルの区間となります。事業区間の現状は、幅員が狭く急勾配でさらにカー

ブがある区間であることから、安全な通行を確保することが困難となっております。これ

らを解消するために橋を架け、幅員を広く、勾配の緩い直線的な道路整備計画となってご

ざいます。事業主体の青森県では、昨年、地元地権者等に対し、工事の説明会を行ったと

ころであり、随時事業を進めていくとのことでございます。今年度の計画は、用地補償と

いうことでございます。 

資料につきましての説明は以上となりますが、このほか当課におきましては、路面の状

況が悪い路線等につきまして、補助事業等の活用や市単独費の事業において、新設改良、

維持補修工事を行いまして、市民への寄与へ努めているところでございます。 
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以上でございます。 

小比類巻委員長：ただいま、市道を中心とした路線の整備状況について説明いただきまし

た。ありがとうございました。 

それでは、ただいまの説明に対し、質疑応答を行います。委員の皆さんからの御意見、

御質問等はございませんか。 

瀬崎委員。 

瀬崎委員：土木課が実施します道路整備事業、大変詳しく教えていただきましてありがと

うございます。それで資料１の計画なのですけれども、おいらせ町の区間の工事の内容に

つきましては、どのような形で今進んでいるのか教えてください。 

小比類巻委員長：土木課長。 

中村建設部参事兼土木課長：おいらせ町の工事区間の内容ということで御回答いたしま

す。 

年度当初に、おいらせ町と情報交換を毎年行っております。昨年度に関しましては、サ

ンワの前の道路の反対側の地権者より用地買収をできたそうで、１０１号線側のおいらせ

町の用地買収の残は一筆となっております。しかしながらちょっと、地権者の方からの事

業に対していろいろありまして、ちょっと、前には進んでいるようですけれども、ちょっ

と、延びている状態だということです。あとは千代田２号線、サンワのほうですけれど

も、今現在も地権者と交渉中ということで、まだ補償、用地買収まではいっていないとこ

ろでございます。おいらせ町も大体令和７年、８年度までの事業として考えているという

ことです。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：分かりました。市とおいらせ町をまたがる道路となりますので、やはり連携を

とりながら、うちのほうはできたけれどもおいらせ町のほうはできていないとなると、な

かなか使用できないという格好になりますので、そこのところは綿密に連携をとりなが

ら、全線開通のときにはもう全ておいらせ町含めて使えるような形でもってやるべきと思

いますので、その点よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

小比類巻委員長：そのほか、ございませんか。 

 堤委員。 

堤委員：資料５の橋の件ですけれども、着々と進んでいるのだなというふうな感じを受け

ました。令和５年に何をして、それから事業区間をどのくらいみているのか、何年度ぐら

いで終わるのか、もう少し詳しく教えていただけませんでしょうか。 

小比類巻委員長：土木課長。 

中村建設部参事兼土木課長：資料５の三沢七戸線道路改良事業についてですが、こちらに

つきましては昨年度、地権者の方等に説明会を行いまして、今年度は、先日上北地域県民

局管内のちょっと担当者会議がございまして、そちらに関しますと今年度は用地補償を考

えているそうです。ただ金額はちょっとあれですけれども、全体事業費等とあと事業期間

なのですが、一応確認はしたのですけれども、まだちょっと話せないということで。県の
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ほうもきちんと話せるようになったらということで。昨日電話でちょっと確認させていた

だいたのですけれども、まだちょっときちんと聞けなかった状態でございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：県の工事というのはそんなものなのだね。市のほうが親切で、なかなかはっきり

していいと思います。これがだんだん明らかになってきたら、また、私どもにも教えても

らいたいなというふうに思います。もう一つ、資料１、直接これに関係ないのだけれど

も、おいらせ町との話合いをしながら道路改良をしているということを聞きまして、以前

は、三沢とおいらせの境界の中で、なかなか、今も砂利道だと思うのだけども、なかなか

問題が解消しない場所があるのですよね。これやはり自治体がこう、三沢単独でないとな

かなか難しいのかなというふうなもので、やはり地元の方が諦めているところもあったの

ですけれども、今みたいに話合いで進めるような、自治体同士が話合いで進められるよう

な解決方法があれば、ぜひ、ほかは全部周りが舗装になっているのですよ。そこの一角だ

けが、道路の真ん中が境界だというのですよ。三沢とおいらせのね。それで舗装ができな

いままに砂利道でずっと続いているのですけれども、今みたいな季節になるとほこり、そ

れから砂利が、車が通るたびに飛び散るわけですよね。冬になれば、今度は凸凹がはっき

りして、なかなか車が通るのに、新車の人たちは大変だという話も聞いているので、この

解決方法はないのでしょうかね。これについて、直接これに関係ないのだけれども。 

小比類巻委員長：土木課長。 

中村建設部参事兼土木課長：解決方法ということでしたけれども、何となく頭の中ではあ

の路線かなというところで、栄町のあたりかなというところはあるのですが。 

堤委員：栄町ではないです。千代田町です。 

中村建設部参事兼土木課長：千代田町のほうですか。千代田町なのですね、ちょっと私…

…、大変申し訳ございません。こちらに関しましても、ちょっとおいらせ町のほうとも話

はしてみたいと思います。ただ行政区域の絡みがございますので、整備するときも、どう

いうふうにするのかとか、あと南町のほうでも確か区域があるのもありますので、ちょっ

とそちらもどういうふうに整備したのかとかもちょっと確認してみて、進めていきたいな

と思います。 

 それで、先ほどの県道の絡みで事業区間だったのですけれども、一応、先ほどの全事業

期間は１,０１２メートルが計画延長になっておりまして、そのうち橋が一応２３０メー

トル程度の道路ができて、橋ができて、道路ができてという形で全体は１,０１２メート

ルで、うち２３０メートルぐらいが橋というような形になっております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：話が戻るけれども、そういうふうな構想というか、詳しい実施設計になくても、

そこに至らなくても、そういう全体構想みたいなのがあれば、大まかな事業計画というの

はあってもよさそうな気がするのですけれども、分かり次第、我々にも知らせてくださ

い。 

 戻ります話。資料１のほうの例の千代田町、三沢市とおいらせ町との境界線の話ですけ
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れども、ずっとそこのところは懸案事項になっていて、今みたいに大きな工事ではなく

て、短いのですよ。短いのだけれども、なかなか解決できないままにずっときている。だ

から、せっかく今おいらせと話合いが進んで、仲よくやっていて、こういう大きい事業も

進んでいるというふうなことを考えると、大した距離でもないところですので、ぜひ、お

いらせとの協議をしながら、地元の町内会の人たちとも話をしながら、ちょっと力を尽く

していただきたいなというふうに思います。よろしくお願いします。 

小比類巻委員長：そのほか、ございませんか。 

それでは、ただいま、委員から多くの質疑、要望がございました。三沢市の市道整備、

これは目的が緊急避難道路というものが今多いなということを思いましたけれども、やは

り生活を守る、生活を発展させる、そのために必要な整備だと思います。ただ、今堤委員

からもあったように、大きな幹線道路の整備には、やはり、そこから新しいまちの整備と

いうことで、橋、道といいますか。周りのそういう生活道路の整備もあわせて必要ではな

いかと思いますので、ぜひそういうことも含めて、生活道路の確保ということでよろしく

お願いいたします。 

では、本日の調査はこれで終了いたしたいと思います。ありがとうございました。 

それでは、以上で本日の案件は終了となります。 

なお、この所管事務調査については、定例会で報告をすることになりますが、この内容

については、正副委員長に御一任いただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：それではそのようにさせていただきます。 

これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

ありがとうございました。 

午前１０時４８分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   小比類巻 孝幸   


